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内容の要旨及び審査の結果の要旨

大脳半球の優位性は従来,利き手,言語などのパラメータにより決定されてきたが,半球の優位性
は機能によっては必ずしも一定ではない。本研究では眼優位性に注目し,視覚刺激に対する後頭葉の
反応に影響を及ぼす因子について調べるため,１４名の健常男性被験者を対象としてパターンリパーサ

ル刺激に対する一次視覚誘発磁界反応(V１反応）を脳磁図(MEG）で測定し,利き目ならびに加齢
と,潜時,電流モーメントとの関連性を検討し，以下の結果が得られた。

被験者14名を20歳代(11=4),８０～40歳代(11=5),50～60歳代(n=5）に分けて検討したところ,加
齢は電流モーメントには有意な影響を及ぼさなかったが,Ⅵ反応の潜時は20歳代で89.0±3.8,sec，
30～40歳代で92.6±４．２，sec,５０～60歳代で1000±5.8,secであり,２０歳代に比し50～60歳代で

いく００１),また30~40歳代に比し50～60歳代で潜時が有意に延長したいく005)。また,被験者を
右手禾Ｉき11名に限定し,左目禾1｣き群(､=6),右目利き群(n=5）に２分して左右眼の下方1/4視野刺激

におけるｖｌ反応の潜時と電流モーメントを検討したところ,左目利き被験者,右目利き被験者のい

ずれも,耳側下方1/4視野刺激,鼻側下方1/4視野刺激によるＶ1反応潜時で,利き目と非禾Ｉき目との

間に有意差を認めなかった。一方,左目利き被験者の鼻側下方1/4視野刺激による電流モーメントは，
左眼21.5±a1nAm,右眼16.1±3.6ｎＡｍｎと,左眼刺激の反応が有意に強くいく００５),右目利き被
験者では,左眼18.0±5.2nAm,右眼21.5±2.7nAmと右眼刺激の反応が強い傾向があった｡また,左
目利き被験者の耳側下方1/4視野刺激による電流モーメントは,左眼12.6±3.4nAm,右眼17.7±8.7

nAmと右眼刺激の反応が強い傾向があり，右目利き被験者の場合は左眼18.3±8.7ｎＡｍ,右眼２３．３

±８．１，Aｍと右眼刺激の反応が強い傾向があった。すなわち,左目禾Ⅱきの被験者は左後頭葉における

Ⅵ反応の電流モーメントが右後頭葉よりも有意に強く，右目利きの被験者は右自刺激によるＶ1反応
の電流モーメントの方が強い傾向があった。

以上より，視覚刺激に対するＶ1反応の潜時は,加齢により延長することが示された。また,健常人

の眼優位性は後頭葉のⅥ反応の左右差を生ずる因子であり,ＭＥＧによる潜時や電流モーメントの詳

細な解析により,視覚刺激入力の初期時相の機構を解明できる可能性が示唆された。

本研究は視機能の大脳半球優位性を惹起する因子を,新しい技術であるＭＥＧで検討したものであ

り，未だ不明な点の多い視覚領野および視覚領野から神経線維連絡を受ける領野の大脳高次神経機能

の機構の解明に,新たな展開をもたらす価値ある研究であると評価された．
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